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めに、 「みさ」 の 御 祈り を 願いに 来たので す。 いや、 わ 

たしの 血縁の ものではありません。 と 云っても また わ 

たしの 刃 金に、 血 を 塗った もので もない のです。 名前 

です か？ 名前 は、 —— さあ、 それ は 明かして 好い か 

どうか、 わたしに も 判断 はっきません。 ある 男の 魂の 

ために、 あるいは 「ぼうろ」 と 云う 日本人の ため 

に、 冥福 を 祈って やりたい のです。 いけません か？ I 

I なるほど 阿媽港 甚 内に、 こう 云う 事 を 頼まれた ので 

は、 手軽に 受 合う 気に も なれますまい。 ではと にかく 

一 通り、 事情 だけ は 話して 見る 事に しましょう。 しか 

しそれ に は 生死 を 問わず、 他言し ない 約束が 必要です。 



あなた は その 胸の 十字架に 懸けても、 きっと 約束 を 守 

ゆる 

リま すか？ いや、 II 失礼 は赦 して 下さい。 (微笑) 

ばてれん ぬすびと せんじょう 

伴天連の あなた を 疑う の は、 盗人の わたしに は 僭上 

でしよう。 しかし この 約束 を 守らなければ、 (突然 

まじめ げんぜ 

真面目に) 「いんへ るの」 の 猛火に 焼かれず とも、 現世 

ばち くだ 

に 罰が 下る 害です。 

こがらし 

もう 二 年 あまり 以前の 話です が、 ちょうど ある 凤 

うんす い 

の 真夜中です。 わたし は 雲水に 姿 を 変えながら、 京の 

まちなか 

町中 を うろついて いました。 京の 町中 を うろつい たの 

は、 その 夜に 始まった のではありません。 もうかれ こ 

しょこう 

れ 五日ば かり、 いつも 初更 を 過ぎさえ すれば、 必ず 人 



なた は 俗人の ように、 そんな 事 は 本当と 思いますまい 

わたし は 忍術 も 使わなければ、 悪魔 も 味方に はして い 

ない のです。 ただ 阿媽港に いた 時分、 葡萄牙の 船の 医 

者に、 究理の 学問 を 教わりました。 それ を 実地に 役立 

ね かんぬ き 

て さえ すれば、 大きい 錠前 を扭じ 切ったり、 重い 閂 

を 外したり する の は、 格別 むずかしい 事で はあり ませ 

につ ぼん 

ん。 (微笑) 今までに ない 盗みの 仕方、 —— それ も 日本 

と 云う 未開の 土地 は、 十字架 や 鉄砲の 渡来と 同様、 や 

はり 西洋に 教わった のです。 

うち 

わたし は 一 ときと たたない 内に、 北 条屋の 家の 中に 

はいって いました。 が、 暗い 廊下 をつ き 当る と、 驚い 



よ ふ ほかげ 

た 事に はこの 夜更けに も、 まだ 火影の さしてい るば か 

りか、 話し声の する 小 座敷が あります。 それが あたり 

ようす こがらし 

の容 子で は、 どうしても 茶室に 違いありません。 「 讯 

V- しょ ラ 

の 茶 か」 —— わたし はそう 苦笑しながら、 そっと そこ 

へ 忍び寄りました。 実際 その 時 は 人声の する のに、 仕 

じゃま すき 

事の 邪魔 を 思う よりも、 数寄 を 凝らした 囲いの 中に、 

この 家の 主人 や 客に 来た 仲間が、 どんな 風流 を 楽しん 

でい るか？ そんな 事に 心が 惹 かれた のです。 

ふすま 

襖 の 外に 身 を 寄せる が 早い か、 わたしの 耳に は 思つ 

かま 

た 通り、 釜の たぎり が はいりました。 が、 その 音が す 

ると 同時に、 意外に も 誰か 話 をして は、 泣いて いる 声 



が 聞え るので す。 誰か、 —— と 云う よりも それ は 二度 

と 聞かずに、 女 だと 云う 事 さえ わかりました。 こう 云 

う 大家の 茶 座敷に、 真夜中 女の 泣いて いると 云う の は、 

どうせた だ 事ではありません。 わたし は 息 を ひそめた 

ふすま すき のぞ 

まま、 幸い 明いて いた 襖 の 隙から、 茶室の 中を視 きこ 

みました。 

あんどん こしきし とこ 

行燈の 光に 照され た、 古色 紙ら しい 床の 懸け 物、 懸 

はないれ しもぎ く かこ 

け 花 入の 霜 菊の花。 II 囲いの 中には 御 約束 通り、 物 

寂び た 趣が 漂って いました。 その 床の 前、 —— ちょう 

ましょうめん やそうえ もん 

ど わたしの 真正面に 坐った 老人 は、 主人の 弥三 右衛門 

こま からくさ 

でしよう、 何 か 細かい 唐草の 羽織に、 じっと 両腕 を 組 



んだ まま、 ほとんど よそ 眼に 見た ので は、 釜の 煮え 音 

しもざ ひん 

でも 聞いて いるよう です。 弥三 右衛門の 下座に は、 品 

い こうがい まげ 

の 好い 笄鬅の 老女が 一人、 これ は 横顔 を 見せた まま、 

時々 涙 を 拭って いました。 

「いくら 不自由が ないよう でも、 やはり 苦労 だけ は あ 

ると 見える。」 —— わたし はそう 思いながら、 自然と 微 

笑 を 洩らした ものです。 微笑 を、 —— こう 云っても そ 

ほうじょ うや 

れは 北条屋 夫婦に、 悪意が あつたの ではありません。 

わたしの ように 四十 年間、 悪名ば かり 負って いる も 

のに は、 他人の、 —— 殊に 幸福ら しい 他人の 不幸 は、 

自然と 微笑 を 浮ばせる のです。 (残酷な 表情) その 時 



か ぶ き 

も わたし は 夫婦の 歎きが、 歌舞伎 を 見る ように 愉快 

だった のです。 (皮肉な 微笑) しかし これ はわた し 一 

人に、 限った 事で はありますまい。 誰に も 好まれる 

草紙と 云えば、 悲しい 話に きまって いるよう です。 

のち といき 

弥三 右衛門 はしば らくの 後、 吐 息をする ようにこう 

云いました。 

はめ わめ 

「もうこの 羽目に なった 上 は、 泣いても 喚いても 取 返 

あ す ひま 

しはつかない。 わたし は 明日に も 店の ものに、 暇 を や 

る 事に 決心 をした ご 

その 時 また 烈しい風が、 どっと 茶室 を 揺すぶり まし 

ま * き ないぎ 

た。 それに 声が 紛れた のでしょう。 弥三 右衛門の 内儀 



な ぎん 

だの も、 抛げ 銀の 皆 倒れた の も、 —— 」 

せがれ 

「いえ、 そんな 事で は ございません。 せめて は悴の 

やさぶ ろう 

弥三郎 でも、 いて くれれば と 思う ので ございま すが、 

…：- J 

わたし はこの 話 を 聞いて いる 内に、 もう 一度 微笑が 

ほうじょ うや 

浮んで 来ました。 が、 今度 は 北 条屋の 不運に、 愉快 を 

感じた のではありません。 「昔の 恩 を 返す 時が 来た」 

—— そう 思う 事が 嬉しかった のです。 わたしに も、 御 

あまかわ じんない りっぱ 

尋ね 者の 阿媽港 甚内 にも、 立派に 恩返しが 出来る 愉快 

さは、 —— いや、 この 愉快 さ を 知る もの は、 わたしの 

ほかに はありますまい。 (皮肉に) 世間の 善人 は可哀 



そうです。 何 一 つ 悪事 を 働かない 代りに、 どのくらい 

ほどこ 

善行 を 施 した 時には、 嬉しい 心 もちになる もの か、 I 

I そんな 事 も 碌に は 知らな い のです から。 

「何、 ああ 云う 人で なし は、 居らぬ だけに まだし も 仕 

合せな ぐらい じ や。 …… 」 

にがに が あんどん そ 

弥三 右衛門 は 苦々 しそうに、 行 燈へ眼 を 外ら せまし 

た。 

「あいつが 使いお つた 金で も あれば、 今度 も 急場 だけ 

しの かんどう 

は 凌げた かも 知れぬ。 それ を 思えば 勘当した の は、 … 

…：- J 

弥三 右衛門 はこう 云った なり、 驚いた ように わたし 



の は、 少し ほかに も訣が あるので す。 —— 」 

ずきん 

わたし は 頭巾 を 脱ぎながら、 弥三 右衛門の 前に 坐り 

ました。 

のち 

その後の 事 は 話さず とも、 あなたに は 推察 出来る で 

ほうじょ うや ききゅう 

しょう。 わたし は 北 条屋の 危急 を 救うた めに、 三日と 

にちげん かね 

云う 日限 を 一 日 も 違えず、 六 千 貫の 金 を 調達す る、 恩 

返しの 約束 を 結んだ のです。 II おや、 誰か 戸の 外に、 

足音が 聞え るではありません か？ では 今夜 は 御免 下 

さい。 いずれ 明日 か 明後日の 夜、 もう 一度 ここへ 忍ん 

おおくる す あまかわ 

で 来ます。 あの 大 十字架の 星の 光 は 阿媽港の 空に は 輝 

にっぽん 

いていても、 日本の 空に は 見られません。 わたし も 



伴天連 様。 どうか わたしの 懺悔 を 御 聞き 下さい。 御 

承知で も 御座いま しょうが、 この頃 世上に 噂の 高い、 

あまかわ じんない ぬすびと ねごろ でら 

阿媽港 甚内 と 云う 盗人が ^ /ざい ま す。 根 来 寺 の 塔に 住 

せっしょう かんぱく た ち 

ん でいた の も、 殺生 関白の 太刀 を 盗んだ の も、 また 遠 

い 海の 外で は、 呂宋の 太守 を 襲った の も、 皆 あの 男 だ 

とか 聞き及びました。 それが とうとう 搦め とられた 上 

もど ばし さら くび 

今度 一条 戻り 橋の ほとりに、 曝し首に なった と 云う 事 

も、 あるいは 御 耳に はいって 居リ ましょう。 わたし は 

ひと かた こうむ 

あの 阿媽港 甚 内に 一 方なら ぬ 大恩 を 蒙りました。 が、 

また 大恩 を 蒙った だけに、 ただ今で は 何とも 申しよう 

のない、 悲しい 目に も 遇った ので ございます。 どうか 



しさ い ほうじょう ややそう えもん 

その 仔細 を 御 聞きの 上、 罪び と 北 条屋弥 三 右衛門に も、 

天帝の 御 愛憐 を 御 祈り 下さい。 

ちょうど 今から 一 一年ば かり 以前の、 冬の 事で ござい 

ます。 ずっとし けば かり 続いた ために、 持ち船の 

ほうじょう まる な 

北条丸 は 沈みます し、 抛げ 銀 は 皆 倒れます し、 —— そ 

れゃ これ やの 重なった 揚句、 北条屋 一家 は 分散の ほか 

に、 仕方のない 羽目に なって しまいました。 御 承知の 

通り 町人に は 取引き 先 は ございましても、 友 だち と 申 

す もの は ございません。 こう なれば もう 我々 の 家業 は、 

おお J> ね さか ならく 

うず 潮に 吸われた 大船 も 同様、 まつ 逆さまに 奈落の底 

へ、 落ち こむ ばかりな ので ございます。 すると ある 夜、 



よ こがらし 

—— 今でも この 夜の 事 は 忘れません。 ある 尿 の 烈し 

よる かこ 

い 夜で ございま したが、 わたし 共 夫婦 は 御存知の 囲い 

に、 夜の 更ける の も 知らず 話して 居りました。 そこへ 

うんすい なんばんず. 5 ん 

突然 はいって 参った の は、 雲水の 姿に 南蛮 頭巾 を か 

あまかわ じんない 

ぶった、 あの 阿媽港 甚内 でございます。 わたし は 勿論 

驚き も すれば、 また 怒り も 致しました。 が、 甚 内の 話 

を 聞いて 見ます と、 あの 男 はや はリ 盗み を 働きに、 わ 

いまだ ほかげ 

たしの 宅へ 忍び こみ ましたが、 茶室に は 未 に 火影ば 

ふすま ご 

かり か、 人の 話し声が 聞え ている、 そこで 襖 越しに、 

のぞ 

視 いて 見る と、 この 北 条屋弥 三 右衛門 は、 甚 内の 命 を 

助けた 事の ある、 二十 年 以前の 恩人だった と、 こう 云 



ひま 

て 居らぬ と 申し上げました。 が、 店の ものに も 暇 を 出 

まか 

さず、 成行きに 任せて いた 所 を 見る と、 それでも 幾分 

か 心待ちに は、 待って いたので ございましよう。 また 

よ あんどん 

実際 三日 目の 夜に は、 囲いの 行燈に 向って いても、 雪 

折れの 音の する 度 毎に、 聞き耳ば かり 立てて 居り まし 

た。 

さんこう そと 

所が 三更 も 過ぎた 時分、 突然 茶室の 外の 庭に、 何 か 

人の 組み合う らしい 物音が 聞え るで は ございません 

ひらめ もちろん 

か？ わたしの 心に 閃いた の は、 勿論 甚 内の 身の上 

でございます。 もしゃ 捕り手で も かかった ので はない 

か 9 わたし は 咄嗟にこう 思いました から、 庭に 向 



わたし はま ださつ きの 通り、 捕り手の 心配が ござい 

ましたから、 役人で はない かと 尋ねて 見ました。 が、 

甚内は 役人 どころ か、 盗人 だと 申す ので ご ざ います。 

盗人が 盗人 を 捉えよう とした、 —— このく らい 珍しい 

事 は ございますまい。 今度 は甚 内よりも わたしの 顔に、 

自然と 苦笑が 浮びました。 しかし それ は ともかくも、 

調達の 成否 を 聞かない 内 は、 わたしの 心 も 安 まり ませ 

ん。 すると 甚内は 云わない 先に、 わたしの 心 を 読んだ 

どう まさ ろ 

ので ございましよう、 悠々 と 胴卷を ほどきながら、 炉 

の 前へ 金 包み を 並べました。 

くめん 

「御 安心なさい、 六 千 貫の 工面 はっきました から。 I 



きのう たいてい 

I 実はもう 昨日の 内に、 大抵 調達した のです が、 まだ 

二百 貫 ほど 不足で したから、 今夜 は それ を 持って来 ま 

きのう 

した。 どうか この 包み を 受け取って 下さい。 また 昨日 

までに 集めた 金 は、 あなた 方 御 夫婦 も 知らない 内に、 

ゆかした おおかた 

この 茶室の 床下へ 隠して 置きました。 大方 今夜 の 盗人 

の やつ も、 その 金 を 嗅ぎつ けて 来たので しょうご 

わたし は 夢で も 見て いるよう に、 そう 云う 言葉 を 聞 

ほどこ 

いていました。 盗人に 金 を 施して 貰う、 —— それ は 

あなたに 伺わないでも、 確かに 善い 事で は ございます 

まい。 しかし 調達が 出来る かどう か、 半信半疑の 境 

にいた 時 は、 善悪 も 考えずに 居り ましたし、 また 今と 



ころが どうで ございましよう、 この頃 往来の 話 を 聞け 

あまかわ じんない おめしと もど ばし さら 

ば、 阿媽港 甚内は 御 召 捕りの 上、 戻り 橋に 首 を 曝して 

いると、 こう 申す では ございま せんか？ わたくし は 

驚き も 致しました。 人知れず 涙 も 落しました。 しかし 

積悪の 報 と 思えば、 これ も 致し方 は ございますまい。 

いや、 むしろ この 永年、 天罰 も 受けずに 居り ましたの 

は、 不思議だった くらいで ございます。 が、 せめても 

の 恩返しに、 陰ながら 回向 をして やりたい。 —— こう 

*.J よ-つ とち 

思った もので ございま すから、 わたし は 今日 伴 も つ れ 

ずに、 早速 一条 戻り 橋へ、 その 曝し首 を 見に 参り まし 

た。 



曝し首に 微笑が 残って いる、 —— あなた はそんな 事 

を 御 聞きに なると、 御哂 いになる かも 知れません。 わ 

たし さえ それに 気の ついた 時には、 眼の せいかと も 思 

いました。 が、 何度 見直しても、 その 干からびた 唇に 

は、 確かに 微笑ら しい 明み が、 漂って いるので ござ 

います。 わたし はこの 不思議な 微笑に、 永い 間 見入つ 

て 居りました。 と、 いっか わたしの 顔に も、 やはり 微 

笑が 浮んで 参りました。 しかし 微笑が 浮ぶ と 同時に、 

眼に は 自然と 熱い 涙 も、 にじみ 出して 来たので ござい 

ま ^9 

「お父さん、 勘忍して 下さい。 —— 」 



その 微笑 は 無言の 内に、 こう 申して いたので ござい 

ま ^9 

「お父さん。 不孝の 罪 は 勘忍して 下さい。 わたし は 二 

よる かんどう お わ 

年 以前の 雪の 夜、 勘当の 御 詫びが したいば かりに、 そつ 

うち しの 

と 家へ 忍んで 行きました。 昼間 は 店の ものに 見られる 

のさえ、 恥し いな リを していました から、 わざわざ 夜 

ふ ねまた た 

の 更ける の を 待った 上、 お父さんの 寝間の 戸 を 叩いて 

も、 御 眼に かかる つもりで いたのです。 ところが ふと 

かこ ほかげ お 

囲いの 障子に、 火影の さしてい るの を 幸い、 そこへ 怯 

お うしろ 

ず 怯ず 行き かける と、 いきなり 誰か 後 から、 言葉 も か 

けずに 組つ きました。 



ます。 しかし、 —— しかし 悴も 不運な やつで ございま 

した。 いや、 悴 ばかりで は ございません。 わたし も あ 

あまかわ じんない 

の 阿媽港 甚 内に 一家の 没落 さえ 救われなければ、 こん 

みれん 

な 嘆き は 致します まいに。 いくら 未練 だと 思いまして 

も、 こればかり は 切のう ございます。 分散 せずにいた 

方が 好い か、 悴を 殺さずに 置いた 方が 好い か、 —— (突 

然 苦しそう に) どうか わたし を 御 救い 下さい。 わたし 

はこの まま 生きて いれば、 大恩 人の 甚内を 憎む ように 

あいだ すす リなき 

なる かも 知れません。 (永い 間の 戯欷) 

「ぼうろ」 弥三郎 の 話 



ああ、 おん 母 「まりや」 様！ わたし は 夜が 明け 次 

第、 首 を 打 たれる 事に なって います。 わたしの 首 は 地 

たまし い 

に 落ちても、 わたしの 魂 は 小鳥の ように、 あなたの 

御 側へ 飛んで 行く でしよう。 いや、 悪事ば かり 働いた 

しょうごん 

わたし は、 「はらい そ」 (天国) の 荘厳 を 拝す る 代りに、 

恐し い 「いんへ るの」 (地獄) の 猛火の 底へ、 逆落しに 

なる かも 知れません。 しかし わたし は 満足です。 わた 

しの 心に は 二十 年来、 このく らい 嬉しい 心 もち は、 宿つ 

た 事がない のです。 

ほうじょ うや やさぶ ろう さら くび 

わたし は 北条屋 弥三郎 です。 が、 わたしの 曝し首 は、 



あまかわ じんない 

阿媽港 甚 内と 呼ばれる でしよう。 わたしが あの 阿媽港 

甚内、 これほど 愉快な 事が あるでしょう か？ 阿 

媽港甚 内、 —— どうです？ 好い 名前ではありません 

か？ わたし は その 名前 を 口にする だけで も、 この 暗 

い 牢の中 さえ、 天上の 薔薇 や 百合の 花に、 満ち 渡る よ 

うな 心 もちが します。 

ぜん よる 

忘れ もしない 一 一年 前の 冬、 ちょうど ある 大雪の 夜で 

ばくち もとで 

す。 わたし は 博奕の 元手が 欲し さに、 父の 本宅へ 忍び 

しょうじ ほ. ^げ 

こみました。 ところが まだ 囲いの 障子に、 火影が さし 

うかが 

ていました から、 そっと そこ を 窺おうと すると、 いき 

なり 誰か 言葉 も かけず、 わたしの 襟 上 を 捉えた ものが 



まった のか、 もう 追い かけても 来ない ようです。 が、 

あの 男 は 何もので しょう？ 咄嗟の 間に 見た所で は、 

そうぎょう 

確かに 僧形 をして いました。 が、 さっきの 腕の 強さ 

を 見れば、 —— 殊に 兵法に も 精し いの を 見れば、 世の 

常の 坊主で はありますまい。 第一 こう 云う 大雪の 夜に、 

ま. うず 

庭先へ 誰か 坊主が 来て いる、 II それが 不思議で は あ 

のち 

りません か？ わたし はしば らく 思案した 後、 たとい 

危 い 芸当に しても、 とにかくもう 一 度 茶室の 外へ、 忍 

び 寄る 事に 決心し ました。 

いっとき ころ あんぎゃ 

それから 一時ば かりたった 頃です。 あの 怪しい 行脚 

ぼうず おがわ どお 

の 坊主 は、 ちょうど 雪の 止んだ の を 幸い、 小川 通り を 



くだ あまかわ じんない さむら い 

下って 行きました。 これが 阿媽港 甚内 なのです。 侍、 

連歌師、 町人、 虚無僧、 —— 何に でも 姿 を 変える と 云 

う、 洛中に 名高い 盗人な のです。 わたし は 後から 見 

え 隠れに 甚 内の 跡 をつ けて 行きました。 その 時 ほど 妙 

に 嬉しかった 事 は、 一度 もなかつ たのに 違い ありませ 

ん。 阿媽港 甚内！ 阿媽港 甚内！ わたし は どの くら 

い 夢の 中に も、 あの 男の 姿 を 慕って いたでしょう。 

せ つ しょう かんぱく た ち しゃむろ や 

殺生 関白の 太刀 を 盗んだ のも甚 内です。 沙室屋 の 

さんご じゅ かた び ぜんさいしょう きゃら 

珊瑚 樹を詐 つたの も甚 内です。 備前 宰相の 伽羅 を 切つ 

たの も、 甲 比 丹 「ぺ れいら」 の 時計 を 奪った の も、 一夜 

に 五つの 土蔵 を 破った の も、 八 人の 参 河 侍， -を 斬り 倒 



ほうじょう いっか こうむ 

「北条 一家の 蒙った 恩 は、 わたしに もまた かかって 

います。 わたし は その 恩 を 忘れない しるしに、 あなた 

てし.. こ 

の 手下になる 決心 をし ました。 どうか わたし を 使って 

すべ 

下さい。 わたし は 盗み も 知っています。 火 をつ ける 術 

も 知っています。 そのほか 一通りの 悪事 だけ は、 人に 

おと 

劣らず 知っています。 —— 」 

しかし 甚内は 黙って います。 わたし は 胸 を 躍らせな 

がら、 いよいよ 熱心に 説き 立てました。 

「どうか わたし を 使って 下さい。 わたし は 必ず 働き ま 

ふしみ さかい 

す。 京、 伏 見、 堺、 大阪、 —— わたしの 知らない 土地 

はありません。 わたし は 一 日に 十五 里 歩きます。 力 も 



しとび よう あが 

四 斗 俵 は 片手に 挙 ります。 人 も 二三 人 は 殺して 見 まし 

た。 どうか わたし を 使って 下さい。 わたし は あなたの 

ためなら ば、 どんな 仕事で もして 見せます。 伏 見の 城 

しろく じゃく 

の 白 孔雀 も、 盗めと 云えば、 盗んで 来ます。 『さん-ふ 

らんしす こ』 の 寺の 鐘楼 も、 焼けと 云えば 焼いて 来 ま 

うだいじんけ かどわか 

す。 右大臣 家の 姫君 も、 拐 せと 云えば 拐して 来ます。 

奉行の 首 も 取れと 云えば、 —— 」 

わたし はこう 云い かけた 時、 いきなり 雪の 中へ 蹴倒 

されました。 

「莫迦め！」 

甚内は 一 声 叱った まま、 元の通り 歩いて 行きそう に 



わたし は 二度目に 蹴倒された 時、 急に 口惜し さが こ 

み 上げて 来ました。 

「よし！ きっと 恩になる な！」 

ゆきみち 

しかし 甚内は 見返り もせず、 さっさと 雪路を 急いで 

あじろ かさ ほの 

行きます。 いっか さし 始めた 月の 光に 網 代の 笠 を 仄め 

かせながら、 …… それぎ り わたし は 二 年の 間、 ずっと 

甚内を 見ずに いるので す。 (突然 笑う) 「甚内 は 貴様な 

ぞの恩 は 受けぬ」 …… あの 男 はこう 云いました。 しか 

しわた し は 夜の 明け 次第、 甚 内の 代りに 殺される ので 

ああ、 おん 母 「まりや 様！」 わたし はこの 二 年間、 



甚 内の 恩 を 返した さに、 どのくらい 苦しんだ か 知れ ま 

せん。 恩 を 返した さに 9 いや、 恩と 云う よりも、 

うらみ 

むしろ 恨 を 返した さに です。 しかし 甚内は どこに い 

るか？ 甚内は 何 をして いるか 9 誰に それが わか 

りましょう？ 第一 甚内は どんな 男 か 9 それさえ 

知っている ものはありません。 わたしが 遇った 贋 雲水 

やなぎ まち くるわ 

は 四十 前後の 小男です。 が、 柳 町の 廓に いたの は、 

まだ 三十 を 越えて いない、 赧ら 顔に 鬚の 生えた、 浪人 

か ぶ き さわ 

だと 云う ではありません か？ 歌舞伎の 小屋 を擾 がし 

こうもうじん みょう こくじ ざいほう かす 

たと 云う、 腰の 曲った 紅毛人、 妙 国 寺の 財宝 を 掠めた 

と 云う、 前髪の 垂れた 若侍、 —— そう 云う の を 皆甚内 



しょ-つたい と-つてい 

とすれば、 あの 男の 正体 を 見分ける 事 さえ、 到底 人力 

に は 及ばない 害です。 そこへ わたし は 去年の 末から、 

とけつ かか 

吐血の 病に 罹って しまいました。 

どうか 恨み を 返して やりたい、 —— わたし は 日毎に 

痩せ細りながら、 その 事ば かリを 考えて いました。 す 

ひらめ 

ると ある 夜 わたしの 心に、 突然 閃 いた 一 策が あります。 

「まりや」 様！ 「まりや」 様！ この 一策 を 御 教え 下 

すった の は、 あなたの 御 恵みに 違いありません。 ただ 

とけ つ 

わたしの 体 を 捨てる、 吐血の 病に 衰え果てた、 骨と 皮 

ばかりの 体 を 捨てる、 それだけの 覚悟 をし さえす 

れば、 わたしの 本望 は 遂げられる のです。 わたし は そ 



の 夜 嬉し さの 余り、 いつまでも 独り 笑いながら、 同じ 

言葉 を 繰返して いました。 —— 「甚 内の 身代りに 首 を 

打 たれる。 甚 内の 身代りに 首 を 打 たれる。 」 

甚 内の 身代りに 首 を 打 たれる —— 何とす ばらし い 事 

ではありません か？ そうすれば 勿論 わたしと 一 しょ 

ま ち こつ /V 

に、 甚 内の 罪 も 亡んで しまう。 —— 甚内は 広い 日本 国 

中、 どこでも 大 威張に 歩け るので す。 その代り (再び 

き だ！：" たい ぞく 

笑う) —— その代り わたし は 一 夜の 内に、 稀代の 大賊 

る そんすけ ざえ もん てだい 

になれ るので す。 呂宋助 左衛門 の 手代 だ つたの も、 

び ぜんさいしょう きゃら リき ゆうこ じ 

備前 宰相の 伽羅 を 切った の も、 利 休 居士の 友 だち に 

なった の も、 沙室屋 の 珊瑚 樹を詐 つたの も、 伏 見の 城 



かねぐら みかわ ざむ らい 

の 金蔵 を 破った の も、 八 人の 参 河 侍 を 斬り 倒した の も、 

ありと あらゆる 甚 内の 名誉 は、 ことごとく わたし 

さんど 

に 奪われる のです。 (三度 笑う) 云わば 甚内を 助ける 

と 同時に、 甚 内の 名前 を 殺して しまう、 一 家の 恩 を 返 

すと 同時に、 わたしの 恨み も 返して しまう、 —— この 

くらい 愉快な 返報はありません。 わたしが その 夜 嬉し 

さの 余り、 笑い 続けた の も 当然です。 今でも、 —— こ 

の牢の 中で も、 これが 笑わずに いられる でしよう か？ 

わたし はこの 策 を 思いついた 後、 内裏へ 盗みに はい 

よいやみ よ みす 

りました。 宵闇の 夜の 浅い 内です から、 御簾 越しに 

ほ， R げ ほ の 

火影が ちらついたり、 松の 中に 花 だけ 仄めいたり、 I 



I そんな 事 も 見た ように 覚えて います。 が、 長い 廻廊 

ひとけ 

の 屋根から、 人気の ない 庭へ 飛び下り ると、 たちまち 

四 五 人の 警護の 侍に、 望みの 通り 搦 めら れ ました。 そ 

ひげ ざ むら い 

の 時です。 わたし を 組み伏せた 鬚 侍 は、 一生懸命に 

緦を かけながら、 「今度 こそ は 甚内を 手捕りに した ぞ」 

と、 眩いて いたではありません か？ そうです。 

あまかわ じんな い だい リ 

阿媽港 甚 内の ほかに、 誰が 内裏 なぞへ 忍び こみ ましよ 

う？ わたし はこの 言葉 を 聞く と、 必死に もがいて い 

あいだ ぴ しょう 

る 間で も、 思わず 微笑 を 洩らした ものです。 

「甚内 は 貴様 なぞの 恩に はならぬ ご あの 男 はこ 

う 云いました。 しかし わたし は 夜の 明け 次第、 甚 内の 



きみ よ つら あ 

代りに 殺される のです。 何と 云う 気味の 好い 面当てで 

しょう。 わたし は 首 を 曝された まま、 あの 男の 来る の 

を 待って やります。 甚内 はきつ とわたし の 首に、 声の 

こうしょう やさ ぶ ろ う 

ない 哄笑 を 感ずる でしよう。 「どう だ、 弥三郎 の 恩 返 

し は？」 —— その 哄笑 はこう 云う のです。 「お前 はも 

ぅ甚 内で は 無い。 阿媽港 甚内 はこの 首な の だ、 あの 天 

に つぼん おお ぬすびと 

下に 噂の 高い、 日本 第一 の大 盗人 は！」 (笑う) ああ、 

わたし は 愉快です。 このく らい 愉快に 思った 事 は、 一 

生に ただ 一 度です。 が、 もし 父の 弥三 右衛門に、 わた 

しの 曝し首 を 見られた 時には、 (苦しそう に) 勘 

力 力 

忍して 下さい。 お父さん！ 吐血の 病に 罹った わたし 



は、 たとい 首 を 打 たれず とも、 三年と は 命 は 続かない 

ごくどう 

のです。 どうか 不孝 は 勘忍して 下さい、 わたし は 極道 

に 生まれ ましたが、 とにかく 一 家の 恩 だけ は 返す 事が 

出来た のです から、 

(大正 十 一 年 三月) 
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